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第一部 【企業情報】

本書面中、「第４経理の状況」以外の部分の記載金額につきましては、特記する場合を除き消費税及び地

方消費税を含んでおりません。

　
第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第87期
第１四半期
連結累計期間

第88期
第１四半期
連結累計期間

第87期

会計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (百万円) 28,479 32,361 124,985

経常利益 (百万円) 1,385 2,401 8,945

四半期(当期)純利益 (百万円) 630 1,006 3,561

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △366 1,049 5,413

純資産額 (百万円) 48,116 53,736 53,149

総資産額 (百万円) 106,655 110,156 113,605

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 4.09 6.53 23.12

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 41.7 43.9 42.3

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　　 ２　第87期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企業

会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ ん。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　なお、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注

記事項（セグメント情報等）　セグメント情報」の「２．報告セグメントの変更等に関する事項」をご参

照ください。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間（平成23年４月～平成23年６月）における当社グループを取りまく経営環境

は、東日本大震災の影響により主要な需要先である自動車業界の需要が一時的に落ち込みましたが、期間後

半に向けて急速に回復してまいりました。

　このような状況下、当第１四半期連結累計期間の売上高は、建設機械業界の堅調な需要を背景に、主要事業

である特殊鋼鋼材事業の売上増により、前年同期比13.6％、38億８千１百万円増収の323億６千１百万円と

なりました。経常利益は、震災の影響による販売減と一部事業の減益要因があったものの、特殊鋼鋼材事業

の売上増に伴い、前年同期比73.4％、10億１千６百万円増益の24億１百万円となりました。また、当第１四半

期純利益は、前年同期比３億７千５百万円増益の10億６百万円となりました。

 

　セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

［特殊鋼鋼材事業］

　売上高は、主要顧客の建設機械向け需要が堅調に回復し、かつ震災による受注への影響も軽微だったこと

により、前年同期比31.0％、38億４千５百万円増収の162億５千万円となりました。経常利益は、売上増及び

継続的なコスト改善により、前年同期比219.5％、11億３千８百万円増益の16億５千７百万円となりました。

　
［ばね事業］

　売上高は、震災の影響による自動車関連の需要減と、スマートフォンの普及により携帯電話機用二軸ヒン

ジの売上が減少したため、前年同期比△6.8％、７億１千３百万円減収の97億１千５百万円となりました。経

常利益は、精密部品の構造改革効果があったものの、震災影響による売上減により、前年同期比２億６千万

円減益の２億１千９百万円の損失となりました。

　
［素形材事業］

　売上高は、震災影響による国内需要減があったものの、ターボチャージャー部品・ＯＡ機器関連部品の堅

調な需要により、前年同期比6.7％、２億円増収の32億１千５百万円となりました。経常利益は、トラック関

連製品の売上の落ち込みによる利益減少を他の製品で補いきれず、前年同期比△9.2％、４千万円減益の４

億円となりました。
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［機器装置事業］

　売上高は、鍛圧機械等の機械品が減少したものの、ガスタービン用ケーシングやプラント向け圧力容器等

の鉄構品の増加により、前年同期比5.6％、１億８千９百万円増収の35億６千８百万円となりました。経常利

益は、為替の影響等により、前年同期比△5.5％、１千９百万円減益の３億３千万円となりました。

　
［その他の事業］

　流通及びサービス業等でありますが、売上高は前年同期比6.2％、５千５百万円増収の９億５千６百万円、

経常利益は前年同期比△2.5％、１百万円減益の５千８百万円となりました。

　
(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は1,101億５千６百万円となり、前連結会計年度末に比べ34億４千

８百万円減少しました。主な要因は、現金及び預金の増加、有価証券（譲渡性預金）の減少、たな卸資産の減

少、有形固定資産の減少等であります。当第１四半期連結会計期間末の負債合計は564億１千９百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ40億３千５百万円減少しました。主な要因は、仕入債務の減少、未払法人税等の

減少、流動負債「その他」の減少等であります。当第１四半期連結会計期間末の純資産は537億３千６百万

円となり、前連結会計年度末に比べ５億８千６百万円増加しました。主な要因は、利益剰余金の増加、少数株

主持分の増加、その他有価証券評価差額金の減少等であります。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

　
(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、166百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありませ

ん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 360,000,000

計 360,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 156,556,683156,556,683
東京証券取引所　　（市

場第一部）
単元株式数は　　　　　　　
1,000株であります。

計 156,556,683156,556,683― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当する事項はありません。

  

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当する事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当する事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年６月30日 ― 156,556,683 ― 9,924 ― 3,605

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成23年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式
2,509,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

153,497,000
153,497 ―

単元未満株式
普通株式
550,683

― １単元（1,000株）未満株式

発行済株式総数 156,556,683 ― ―

総株主の議決権 ― 153,497 ―

(注)１ 「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権１個）

　 含まれております。

　　２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式221株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
三菱製鋼株式会社

東京都中央区晴海三丁目
２番22号

2,509,000 0 2,509,0001.60

計 ― 2,509,000 0 2,509,0001.60

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成23年４月１日

から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,729 11,077

受取手形及び売掛金 24,050 24,519

有価証券 11,500 7,500

商品及び製品 7,492 7,577

仕掛品 4,974 4,178

原材料及び貯蔵品 2,970 2,856

その他 4,875 4,252

貸倒引当金 △58 △37

流動資産合計 64,535 61,924

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 11,271 11,015

機械装置及び運搬具（純額） 10,781 10,377

その他（純額） 7,662 8,062

有形固定資産合計 29,716 29,455

無形固定資産

のれん 2,102 2,010

その他 269 378

無形固定資産合計 2,371 2,389

投資その他の資産

投資有価証券 13,769 13,264

その他 3,252 3,163

貸倒引当金 △40 △41

投資その他の資産合計 16,981 16,386

固定資産合計 49,069 48,232

資産合計 113,605 110,156
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 23,235 21,687

短期借入金 8,730 9,258

未払法人税等 3,391 638

引当金 640 694

その他 6,407 5,101

流動負債合計 42,406 37,381

固定負債

長期借入金 7,740 9,426

退職給付引当金 6,667 6,578

役員退職慰労引当金 132 75

負ののれん 214 205

その他 3,293 2,753

固定負債合計 18,048 19,038

負債合計 60,455 56,419

純資産の部

株主資本

資本金 9,924 9,924

資本剰余金 3,605 3,605

利益剰余金 34,111 34,654

自己株式 △1,066 △1,066

株主資本合計 46,574 47,118

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,696 2,432

為替換算調整勘定 △1,235 △1,225

その他の包括利益累計額合計 1,460 1,207

少数株主持分 5,114 5,411

純資産合計 53,149 53,736

負債純資産合計 113,605 110,156
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 28,479 32,361

売上原価 24,540 26,912

売上総利益 3,939 5,449

販売費及び一般管理費 2,542 2,941

営業利益 1,396 2,508

営業外収益

受取利息 6 4

受取配当金 136 76

負ののれん償却額 9 9

助成金収入 10 8

その他 66 102

営業外収益合計 228 200

営業外費用

支払利息 94 84

為替差損 113 155

その他 32 66

営業外費用合計 240 307

経常利益 1,385 2,401

特別利益

固定資産処分益 0 －

特別利益合計 0 －

特別損失

固定資産処分損 0 －

投資有価証券評価損 322 56

ゴルフ会員権評価損 2 －

環境対策費 10 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 34 －

特別損失合計 370 56

税金等調整前四半期純利益 1,014 2,344

法人税、住民税及び事業税 253 644

法人税等調整額 △55 382

法人税等合計 198 1,027

少数株主損益調整前四半期純利益 816 1,317

少数株主利益 185 311

四半期純利益 630 1,006
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 816 1,317

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △693 △263

為替換算調整勘定 △489 △5

その他の包括利益合計 △1,182 △268

四半期包括利益 △366 1,049

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △319 752

少数株主に係る四半期包括利益 △46 296
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　　該当する事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　　該当する事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　該当する事項はありません。

　
【追加情報】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

１　偶発債務

　 （1）手形債権流動化に伴う買戻し義務額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 433百万円

　　(2) 受取手形割引高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2,150百万円

　１　偶発債務　　

　   手形債権流動化に伴う買戻し義務額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 434百万円

　 　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及

びのれんの償却額並びに負ののれんの償却額は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
 至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
 至　平成23年６月30日)

　　

減価償却額 971百万円

のれん償却額 91百万円

負ののれん償却額 △9百万円

　

　　

減価償却額 893百万円

のれん償却額 91百万円

負ののれん償却額 △9百万円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月23日
定時株主総会

普通株式 231 1.50平成22年３月31日 平成22年６月24日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当する事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月22日
定時株主総会

普通株式 462 3.00平成23年３月31日 平成23年６月23日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当する事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント その他
合計

調整額 四半期連結損
益計算書計上
額 (注 3)特殊鋼　鋼

材
ばね 素形材 精密部品 機器装置 (注 1) (注 2)

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 11,3849,0202,9541,3653,379 52128,626△146 28,479

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,019 ─ 60 42 ─ 378 1,501△1,501 ─

計 12,4049,0203,0141,4083,379 90030,127△1,647 28,479

セグメント利益又は
損失（△）

518 133 441 △ 92 349 59 1,410 △25 1,385

(注) 1.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、流通及びサービス業等を含んでおり

ます。

2.売上高の調整額△146百万円は、決算期の異なる海外子会社の決算期間差調整額△117百万円及び内部取引の調

整額△29百万円であります。

セグメント利益又は損失（△）の調整額△25百万円は、各セグメントに配分していない全社損益予算差121百万

円、決算期の異なる海外子会社の決算期間差調整額△32百万円、のれん及び負ののれんの償却額△82百万円及び

棚卸資産未実現利益額等△31百万円であります。

全社損益は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び受取配当金であります。

3.セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

２． 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当する事項はありません。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　(単位：百万円)

　 　 　 報告セグメント その他
合計

調整額 四半期連結損
益計算書計上
額 (注 3)　 　 　 特殊鋼　　鋼

材
ばね 素形材 機器装置 (注 1) (注 2)

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 15,5949,712 3,114 3,566 44432,432△70 32,361

セグメント間の内部
売上高又は振替高

655 2 100 2 512 1,273△1,273 ─

計 16,2509,715 3,215 3,568 95633,705△1,344 32,361

セグメント利益又は
　　損失（△）

1,657 △219 400 330 58 2,226 174 2,401

(注) 1.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、流通及びサービス業等を含んでおり

ます。

2.売上高の調整額△70百万円は、決算期の異なる海外子会社の決算期間差調整額18百万円及び内部取引の調整額

△88百万円であります。

セグメント利益又は損失（△）の調整額174百万円は、各セグメントに配分していない全社損益予算差７百万

円、決算期の異なる海外子会社の決算期間差調整額114百万円、のれん及び負ののれんの償却額△82百万円及び

棚卸資産未実現利益額等134百万円であります。

全社損益は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び受取配当金であります。

3.セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項

　当第１四半期連結会計期間から、平成23年４月１日付けの事業再編に伴い「精密部品事業」を「ばね事業」

に統合したため、報告セグメントも「精密部品」を「ばね」に含めております。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報を、当第１四半期連結累計期間において用いた報告セグ

メントに基づき作成すると次のとおりとなります。

　
前第１四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)　

　　                                                                     　　(単位：百万円)

　 　 　 報告セグメント
その他 合計 調整額

四半期連結損
益計算書計上

額　 　 　 特殊鋼
鋼材

ばね 素形材 機器装置

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 11,38410,3852,954 3,379 52128,626△146 28,479

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,019 42 60 ― 378 1,501△1,501 ―

計 12,40410,4283,014 3,379 90030,127△1,647 28,479

セグメント利益 518 40 441 349 59 1,410 △25 1,385

　
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当する事項はありません。

　
(企業結合等関係)

該当する事項はありません。

　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

　　１株当たり四半期純利益 4円09銭 6円53銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益 630百万円 1,006百万円

    普通株主に帰属しない金額 ― ―

    普通株式に係る四半期純利益 630百万円 1,006百万円

    普通株式の期中平均株式数 154,052,264株 154,047,330株

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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(重要な後発事象)

該当する事項はありません。

　

２ 【その他】

該当する事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月10日

三菱製鋼株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ

　

指定有限責任社員
　　　　業務執行社員

　 公認会計士    北　　村　　嘉　　章    印

　
指定有限責任社員
　　　　業務執行社員

　 公認会計士    西　　川　　福　　之    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三菱
製鋼株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平
成23年４月１日から平成23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年
６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期
連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三菱製鋼株式会社及び連結子会社の平成23年
６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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